
「 人の温かさを感じて 」 

校 長  加 藤 秀 典 

 

新型コロナウイルスが全世界に蔓延し、地球上の人々が今後の行方を憂患するところです。感染防止に

向けた取組は私たちの日常生活に多大な影響を及ぼし、学校現場では本来あるべき春の姿が形を変えて、

本日令和元年度の修了式を迎えることとなりました。去る 16 日には第 73 回卒業式を行いました。在校生、

保護者が列席しない卒業生と教職員だけの卒業式になりましたが、音楽教師によるピアノ演奏をバックに、

両側に並んだ全職員に見送られ式場を去る卒業生の眼からは涙が溢れておりました。これからの長い人生

の中で、この経験も一つの良き思い出になれば幸いと願いつつ、卒業生の後ろ姿を見送ったところです。 

今、世界的に大流行を起こしている新型コロナウイルスですが、実は今起きている多くのことを、２年前に感

染症研究で有名な米国の某大学が報告書の中で警鐘を鳴らしていたそうです。しかし、その内容は世界で

十分に生かされず、対策は後手に回ってしまいました。その内容とは、新たなウイルスがパンデミックを起こしや

すく、呼吸器系に感染するものが世界で壊滅的被害をもたらす恐れがある。対策を立てる際には、歴史的な

記録や政治的意図に基づいてリストアップされたウイルスにこだわってはいけない。また、インフルエンザ並みに

新型コロナ感染の調査監視を実施するとともに、臨床試験は医療現場の声に耳を傾け、官民が資金を出

して進める必要があると指摘したそうです。これだけ具体的な策があったにも関わらず、研究費など社会的バ

ックアップの裏付けがないまま、現状の結果に至ってしまいました。 

科学の進歩と共にあらゆる分野の技術開発が進み、様々な情報が地球上を巡っています。この情報が

確かなものばかりであれば、きっと今回のようなウイルス問題は回避への対策が何らかの形で施されていたよう

に思います。でも、めまぐるしい情報化社会の中ではフェイクニュースを始めとするウソや誤解を生じる発信が

数多くあることも事実です。だからこそ、氾濫された情報の中から正しいことを見極める力、聞き分ける力が必

要です。先が見えない、未来の予想がしにくい今だからこそ、子どもたちが自信をもって自己判断・自己決断

できるための力を身に付けさせなければいけません。場面によっては、感触・匂いなど五感の全てを使って「この

手触りは何？ この匂い変じゃない？」と、疑問に思う感性も必要です。そして、こういった世の中においては、

人と人との繋がりを大切に、相手の心情に寄り添った生活こそが何よりも必要であることを、私自身が感じて

生活しておりました。この 1 ヶ月の間、教育委員会からの支えをもとに学校が進める対応に対して、保護者の

皆様・地域の皆様からは一切の問い合わせなどなく、反対に現場を察する温かい言葉を機会あるごとに頂き

ましたことに、心より感謝いたします。地域からの支えなくして学校は成り立たないことをしみじみと感じたこの年度

末です。 

新年度４月６日の着任式・始業式・入学式をはじめとする予定は、本日配布しました学級通信や裏面の

ような計画となっております。令和２年度においても、学校とご家庭・地域の皆様との強い関係を支えに子ども

たちの成長を育んでいきたいと思います。４月からもご支援・ご協力をお願いするとともに、１年間本当にありがと

うございました。 
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この春の人事異動で次の４名の教職員が異動します。

保護者・地域の皆様には大変お世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の月行事予定 

１ 水 年度初め休業～5日（日） 

２ 木  

３ 金  

４ 土  

５ 日  

６ 月 着任式 始業式 入学式 

７ 火 春の交通安全街頭指導 

８ 水  

９ 木 対面式 

10 金  

11 土 授業参観・PTA総会 

12 日  

13 月 振替休業 

14 火  

15 水 4 ブロック総会 一斉部会 

16 木  

17 金 全校朝会 認証式 一斉専門委員会 

18 土  

19 日  

20 月 家庭訪問① 

21 火 家庭訪問② 尿検査 

22 水 家庭訪問③  

23 木 職員会議 

24 金 家庭訪問④ 

25 土  

26 日 町内クリーンナップ運動 

27 月 家庭訪問⑤  

28 火 二計測 視力・聴力検査(３年) 

29 水 昭和の日 

30 木 給食費口座振替日 

 

小山 正博 先生～  

早いもので、岩内第一中学校に赴任してから６

年もの歳月が過ぎていました。この間、岩内の織り

成す四季を感じながら、勉学に、行事に、部活動に、

懸命に励む生徒たちと過ごせた時間はかけがえの

ない一生の思い出になりました。また、地域・保護

者の皆さまには公私ともに大変お世話になりまし

た。春からは、新天地にて一中生の活躍が聞こえて

くることを自身の励みにし、生活していきたいと

思います。ありがとうございました。 

 

髙井 雅康 先生～  

７年間の長きにわたり大変お世話になりまし

た。子ども達と過ごしたかけがえのない時間、保護

者・地域の皆様に支えられた恩は決して忘れませ

ん。 

一中は、活力に満ち溢れた素晴らしい学校です。

一中生は、後志に誇れる魅力とエネルギーを秘め

た子どもたちです。離任にあたり寂しい気持ちで

いっぱいですが、一中の魂が引き継がれより発展

していくこと、そして一中生の眩しい活躍を心か

ら祈念し、応援しております。本当にありがとうご

ざいました。 

加藤 秀典 校長先生～石狩花川北中学校へ 

教頭時代を含め５年間、保護者や地域の皆様に

お世話になりました。「人前でズケズケとものを言

わずとても控えめで、シャイで人見知りはしても

一度相手を知ればとことん関わってくれる！」私

が岩内の皆さんとお付き合いをさせて頂いた最初

の印象です。この印象以上に、公私共々沢山のご厚

情やご厚誼を頂きました。２年間こうして校長の

職務を全うできたのは、一中の教職員の協力とと

もに、何よりも保護者・地域の皆様のお陰です。心

より感謝とお礼を申し上げます。 

４月より石狩市に戻りますが、一中生の活躍だ

けでなく魅力溢れる岩内の町の発展を、目にする

こと、耳にすることを楽しみにしております。５年

間、ありがとうございました。 

神力 祐貴子 先生～  

赴任したころ、「羊蹄山の美しい地域に赴任するこ

とができた」と喜んでいたことをよく覚えています。

休職期間もありましたが、生徒たちの多様な表情を

様々な機会でみることができ、貴重なかけがえのな

い４年間を過ごすことができました。保護者の皆様

にも、大変ご心配をおかけしてしまいましたが、温

かいお言葉で励ましていただき、感謝の思いでいっ

ぱいです。皆様にお世話になりました。本当にあり

がとうございました。 

 

             休校期間からの引き続きの春休みとなります。生徒の規則正しい生活、感染症 

予防に向けての手洗いの励行等について、ご指導をお願いいたします。 
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